
夏と冬とでの空間の変化

ギャラリーとしての空間

本提案では、室蘭の寒冷な気候を生かした寒造りを基本とする。そのため、冬は酒造りを見て感じる空間に、夏はギャラリーとして開き室蘭の大自然でのアクティビティへの中継地点となるようにした。

冬酒造りの急冷に用いるための氷をつくる氷池は

夏には農地となる

冬場は基本閉じている広場は、蔵開きの際には開き

夏場は開放し、動線の流動性を高める

夏は中央の作業通路も開放する。重いものを持って移動する際も上り下りがしやすいよう蔵人のために

緩勾配にした階段は、夏には作品を眺めながらゆったりと進むためのものとして機能する。ガラス越しにタンク型も展示コーナーが見え、酒蔵であることを周囲に示す。

夏、静かに眠る酒を見つつ、作品や周囲の自然を楽しむ。タンクのある空間が連動する。他にも、時折麹室や蒸米場

に天井のレベルを合わせた空間が続くなど酒蔵と空間が部分的に連動し人々の記憶に空間体験を刻み込む。


